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農事組合法人吉市の

辰
の
か
た
ち

◎

｝、ノジ二

水
田
の
現
状
は
…
。

平
成
十
二
年
産
米
は
全
国
的
に
豊
作
で
、
政
府
持

ち
越
し
在
庫
は
、
平
成
十
二
年
十
月
末
現
在
で
二
八

〇
万
ト
ン
に
も
達
し
、
米
価
の
下
落
傾
向
は
い
っ
そ
う

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
国
は
、
対
応
策
と
し
て

平
成
十
三
年
度
に
限
り
、
生
産
調
整
、
い
わ
ゆ
る
転

作
面
積
の
緊
急
拡
大
を
実
施
し
ま
す
。

江
府
町
に
お
い
て
は
こ
こ
数
年
、
全
水
田
面
積
の

三
二
％
に
あ
た
る
一
六
〇
．
七
荒
の
生
産
調
整
が
配

分
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十
三
年
度
は
さ
ら
に
三
．

五
缶
が
追
加
さ
れ
、
合
計
で
一
六
四
．
二
久
山
の
配
分

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
作
況
指
数
に
よ
り
生
産
調

整
に
切
り
替
え
る
需
給
調
整
水
田
　
（
主
食
用
か
ら
飼

料
へ
の
変
更
分
）
　
が
約
一
〇
窟
配
分
さ
れ
る
予
定
で
、

現
在
対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
既
存
の
制
度
を
活
用
し
、

転
作
大
豆
の
栽
培
を
柱
と
し
た
新
し
い
水
田
営
農
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
農
事
組
合
法
入
官
市
の
事
例
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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既存の制度を積極的に活用！
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既望ここ言草●・声
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メリットがいっl乱1

農
事
組
合
法
人
宮
市
の

転
作
大
豆
の
取
組
み

農
事
組
合
法
入
営
市
　
（
以
下
、

「
法
人
」
）
　
は
、
従
来
水
稲
栽
培

を
中
心
と
し
た
営
農
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
米
価
の
下
落
と

生
産
調
整
の
内
容
を
検
討
し
、
転

作
大
豆
を
柱
と
し
た
営
農
に
転
換

を
図
り
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
に
大
豆
の
試
験

栽
培
（
五
〇
㌦
）
を
行
な
い
、
十

二
年
度
は
、
二
六
四
．
九
㌦
の
栽

培
と
五
〇
㌦
の
受
託
作
業
実
績
を

あ
げ
、
収
量
も
一
〇
㌦
あ
た
り
一

八
〇
誓
以
上
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
今
大
豆
な
の
か

法
人
は
、
転
作
に
お
け
る
大
豆

の
助
成
金
に
注
目
し
ま
し
た
。
と

も
補
償
だ
け
で
は
魅
力
あ
る
制
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
営
確
立

助
成
㈲
5
ペ
ー
ジ
下
段
参
照
）

に
取
り
組
め
ば
水
稲
以
上
の
収
益

が
期
待
で
き
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
大
豆
は
、
出
荷
の

際
に
交
付
金
や
県
・
農
協
の
助
成

（
合
計
で
六
〇
琵
あ
た
り
一
一
、

三
五
〇
円
）
　
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
種
播
き
か
ら
収
穫
ま
で

の
作
業
を
乗
用
管
理
機
や
コ
ン
バ

イ
ン
を
利
用
す
る
な
ど
機
械
化
し
、

水
稲
と
比
較
し
て
約
半
分
の
作
業

時
間
で
の
栽
培
を
実
現
し
ま
し
た
。

目
標
と
課
題

法
人
で
は
十
二
年
の
収
穫
を
終
え
、

人
件
費
も
含
め
た
年
間
の
経
営
分

析
を
お
こ
な
い
、
大
豆
部
門
に
お

い
て
は
水
稲
以
上
の
収
益
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
下
図
参
照
）

こ
の
結
果
十
三
年
度
は
、
補
助

を
受
け
て
大
豆
・
そ
ば
用
コ
ン
バ

イ
ン
の
導
入
　
（
十
二
年
度
の
収
穫

は
溝
口
町
の
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
用
）

も
予
定
し
、
転
作
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
　
（
集
団
輪
作
）
　
へ

の
取
り
組
み
も
含
め
、
一
層
の
栽

培
規
模
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栽
培
技
術
の
研
修
や
市

場
価
値
の
高
い
優
良
品
種
の
導
入

も
計
画
し
、
「
足
腰
の
強
い
大
豆

栽
培
」
　
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

r農事組合法入官市」作物ごとの実績見込
良　　　　 作 切 石 大　 豆 コシ ヒカ リ 備　　 考

経
費
の
部

栽　 培　 面　 積 2 6 4．9 a 3 6 ．3 a

資　 材　 代 4 6 6 ，8 6 1 10 6，19 3 種 子 ・月巴料 ・農 薬 等

作　 業　 料 1，5 13 ，7 9 7 2 3 2，5 0 5 機 械 代 ・人件 費 等

小　 作　 料 4 7 0 ，2 0 0 6 7，6 3 5

そ　　 の　　 他 9 9 ，4 5 5 3 8，3 2 8 拠 出 金 等

経　 費　 計　 ① 2，5 5 0 ．3 13 4 4 4．6 6 1

収

入
の
部

販　　　　　 売 2 9乙4 5 0 4 5 7，2 4 0

と　 も　 補　 償 6 0 9 ，2 7 0 2 3．0 0 0 円／10 8

程 営 確 立 助 成 1，0 5 9 ，6 0 0 4 0．0 0 0 円／10 8
国　 大 豆 交 付 金 6 6 3 ，5 7 5 8 ．3 5 0円 ／6 0 k q

県　 大 豆 奨 励 金 15 8 ，9 4 0 2 ．0 0 0円 ／6 0 k q
J A 大 豆 奨 励 金 7 9 ，4 7 0 1．0 0 0円 ／6 0 k q

その他の助成金等 2 8，2 4 0

収　 入　 計 （さ 2 月9 1．5 4 5 4 5 7．2 4 0

分
析

損 益 ② － ① 3 4 1，2 3 2 1 2，5 7 9

1 0 8 当 り 損 益 1 2．8 8 2 3．4 6 5

（資料提供　農事組合法人宮市）

◎禁諾諾讐諾謹話とにより、水稲よリ
◎
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農事組合法入官市

長岡邦一代表理事

地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る

平
成
二
年
、
県
営
は
場
整
備
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

ほ
場
整
備
後
の
農
地
管
理
に
不
安
の
あ
る
高
齢

者
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
平
成
五
年
宮
市
営
農

組
合
（
共
同
機
械
利
用
集
団
）
を
組
織
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
鳥
取
県
農
業
会
議
の
指
導
の
も
と
「
地

域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
」
を
目
的
に
法
人
化
し
、

う
余
曲
折
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
も
赤
字
経
営
か
ら
の
脱
却

は
図
れ
ず
五
年
間
で
三
〇
〇
万
円
を
越
え
る
累

積
赤
字
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
は
町
・
1
A
・
普
及
セ
ン
タ
ー
な

ど
関
係
者
の
ご
指
導
ご
協
力
に
よ
り
大
豆
栽
培
（
五

三
二
一
㌦
）
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。

何
よ
り
も
初
め
て
の
事
で
あ
り
右
も
左
も
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
果
は
、
六
〇
七
票
の
収
穫
量

で
し
た
　
（
一
〇
㌦
当
り
一
三
二
．
七
誓
）
。
大
豆

部
門
の
収
支
（
補
助
金
を
含
む
）
を
み
る
と
水
稲
よ

り
有
利
と
の
結
果
を
得
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
よ
り
新
し
い
生
産
調
整
対
策
が
実

施
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
前
向
き
に
検
討
し
た
結
果
、

積
極
的
に
取
り
組
む
事
に
し
ま
し
た
。
一
〇
㌦
当
り
、

と
も
補
償
二
三
、
〇
〇
〇
円
、
集
積
に
よ
る
経
営
確

立
助
成
金
四
〇
、
〇
〇
〇
円
の
六
三
、
〇
〇
〇
円
が

基
本
に
あ
り
、
ま
た
収
量
で
国
の
交
付
金
と
県
、
J
A

の
奨
励
金
が
一
俵
に
つ
き
一
一
、
三
五
〇
円
あ
る
の
で

そ
の
結
果
三
一
俵
（
一
八
〇
誓
）
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
組
合
員
ほ
か
四
名
の
方
の
協
力
と
天
候

に
も
恵
ま
れ
目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
　
（
面
積
三

一
四
．
九
㌦
で
収
穫
量
五
、
八
〇
七
誓
、
一
〇
㌦

当
り
一
八
四
．
四
琵
）
。
お
か
げ
さ
ま
で
大
豆
部
門
は
、

単
年
度
収
支
で
黒
字
決
算
が
出
来
そ
う
で
す
。

本
当
の
意
味
で
の
自
立
し
た
農
業
経
営
が
で
き

れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
出

来
な
い
の
で
あ
れ
ば
国
、
県
、
町
な
ど
の
政
策
（
補

助
金
、
助
成
金
等
）
を
利
用
す
る
農
業
経
営
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
さ
ら
に
集
落
で
話
し
合
い
、
理
解
と
協

力
を
得
た
う
え
で
最
善
の
努
力
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
結
果
を
分
析
し
、
将
来
に
向
け

て
の
基
礎
体
力
を
つ
け
、
何
よ
り
も
自
分
た
ち
の

目
的
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
」
を
実
践
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●無人ヘリコプターによる農薬散布

4

農事組合法人富市の概要

◎3芸表理≡…芸覧諾合員9人）
○経営概要　平成12年度実績

水稲栽培　　　115．ワァール

大豆栽培　　　264．9ァール

飼料作物栽培　　57．6ァール

水稲作業受託　約900．0ァール

大豆栽培受託　　50．0ァール

農事組合法人寓市に大豆栽培を委託したAさんの実績見込
（単位：円）

委 託 面 積 2 0 ．4 a

資　 材　 代 3 5 ，8 5 5 種 子 ・肥 料 ・農 薬　 等
／王費

の
喜B

作　 業　 料 9 7 ，2 8 7 機 械 代 ・人 件 費　 等

そ　　 の　 他 7 ．6 5 2 拠 出 金 等

経　 費　 計　 ① 1 4 0 ．7 9 4

収
入
の
部

販　　　　 売 2 2 ．5 2 2

と　 も　 補　 償 4 6 ．9 2 0 2 3 ．0 0 0 円 ／ 1 0 8

経 営 確 立 助 成 8 1 ．6 0 0 4 0 ．0 0 0 円 ／ 1 0 a

因　 大 豆 交 付 金 5 1 ．1 0 2 8 ．3 5 0 円 ／6 0 k q

県　 大 豆 奨 励 金 1 2 ．2 4 0 2 ．0 0 0 円 ／6 0 k q

J A 大 豆 奨 励 金 6 ．1 2 0 1 ．0 0 0 円 ／6 0 k q

そ の 他 の 助 成 金 な ど 2 ．1 7 4

収　 入　 計　 ② 2 2 2 ．6 7 8

分
析

損 益 ② 一 ① 8 1 ．8 8 4

1 0 8 当 り 利 益 4 0 ．1 3 9

（資 料 提 供　 農 事 組 合 法 入 官 市 ）

◎悪評詩話諾警話語ノ宣誓リ

農
事
組
合
法
入
官
市

大
豆
親
培
日
記

4
月
1
4
日
～
1
7
日

耕
起
　
（
ト
ラ
ク
タ
⊥

5
月
2
日

苦
土
石
灰
（
土
壌
改
良
）
散
布

5
月
2
4
日
～
6
月
1
6
日

砕
土
　
（
2
回
）
・
排
水
溝
き
り

作
業
（
ト
ラ
ク
タ
ー
・
培
土
板
）

畦
は
ん
草
刈

6
月
1
4
日

肥
料
散
布

6
月
1
6
日
～
2
0
日

は
種
（
ト
ラ
ク
タ
・
ゴ
ン
ベ
イ
）

6
月
1
7
日
～
2
0
日

除
草
剤
散
布

（
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
）

7
月
6
日
一
1
7
日

排
水
溝
き
り
（
管
理
機
）

7
月
1
4
日
～
2
3
日

中
耕
・
培
土
作
業

（
乗
用
管
理
機
）

8
月
1
3
日

紫
斑
病
防
除（

撤
粉
ボ
ル
ド
ー
粉
剤
）

8
月
1
7
日

カ
メ
ム
シ
防
除
（
無
人
へ
り
）

1
0
月
2
9
日
～
1
1
月
1
0
日

は
場
内
草
と
り
（
収
穫
準
備
）

1
1
月
1
4
・
1
9
日

収
穫
　
（
コ
ン
バ
イ
ン
）

Soumu
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萬凋

将来ぼ

江府町産

で特産品となる豆腐を

⑳

岡
山
県
津
山
市
の
豆
腐
業
者
が
製
造

す
る
豆
腐
「
虜
大
山
」
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
「
奥
大
山
の
水
」
　
を
原
料
に

し
た
豆
腐
で
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
甘
み

と
軟
ら
か
な
菌
ぎ
わ
り
が
特
徴
で
す
。

現
在
、
鳥
取
・
岡
山
両
県
で
販
売
さ
れ

て
お
り
、
大
好
評
で
す
。

こ
の
　
「
奥
大
山
」
、
鳥
取
県
産
大
豆

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
残
念
な
が
ら
江

府
町
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
十
一
月
に
今
回
紹
介
し
た
宮
市

産
大
豆
を
豆
腐
業
者
に
見
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
品
質
に
合
格
を
い
た
だ
き
、

宮
市
産
大
豆
へ
の
き
り
か
え
が
決
定
し

ま
し
た
。

業
者
の
在
庫
と
の
関
係
も
あ
り
、
今

す
ぐ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

江
府
町
の
　
「
水
」
　
と
　
「
大
豆
」
　
で
作
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た

⑳

＼、ゝ

当
．
…
…
…
獅
狩
r
H

】
　
　
【
■
　
l
－
血
と
っ
一

7
　
　
慮
∴
q
一
打
▲
ケ
大
■
．
t
■
州

－

J

　

巾

t

t

 

l

l

O

虞

’
－
　
】
●
■
爬
■
h
R
t

恥
洪
日
日
空

紆鳩十ヰ■

「
奥
大
山
」
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
お

試
し
く
だ
さ
い
。

（
J
A
江
尾
生
活
セ
ン
タ

ー
で
販
売
中
）

豆
腐
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先

江
府
町
地
域
振
興
（
株
）

水
工
場
ヨ
ー
デ
ル

℡
七
五
－
三
九
五
〇

生産調整のしくみ
水
田
に
お
け
る
生
産
調
整

こ
れ
ま
で
の
穀
物
生
産
は
、
米

が
供
給
過
剰
と
な
り
価
格
の
下
落

を
招
い
て
い
る
一
方
で
、
麦
・
大

豆
・
飼
料
作
物
等
の
生
産
が
定
着
・

拡
大
せ
ず
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸

入
に
頼
る
と
い
う
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

生
産
調
整
は
、
需
要
に
応
じ
た

米
の
計
画
的
生
産
と
水
田
に
お
け

る
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
な
ど
の

本
格
的
生
産
を
園
る
た
め
の
全
国

的
な
取
組
み
で
す
。

江
府
町
で
は
全
水
田
面
積
の
約

3
2
％
に
あ
た
る
1
6
0
・
よ
掃
（
平
成

1
2
年
度
）
　
の
生
産
調
整
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

O「とも補償」とは
水稲・転作間の所得格差是正を図るための制度で、水稲栽培面積に

係る拠出金（4千円／10アール）と政府の助成により資金を造成し、転

作作物により補償金（大豆の場合20千円／10アール）が交付されます。

また、とも補償制度に加入すると米の価格補償制度へ加入できる
メリットもあります。

O「地区達成加算」とは
配分された転作目標面積を達成した地区の農家に支払われる加算

金で転作作物ごとの補償金単価に3千円／10アールが加算されます。

O「経営確立助成」とは
国の政策で自給率向上の課題とされている麦・大豆・飼料作物の

団地化もしくは担い手へ作業の集積をおこなうことにより交付され

る助成で、団地規模・集積規模により助成単価（20～40千円／10アール）

が異なります。農事組合法人宮市の場合、作業集積型で取り組まれ
全主要作業3．0ヘクタール（受託部分を含む）以上となったことによリ

40千円／10アールの助成（作業委託者も該当）を受けられました。

また、そば・緑肥・なたね等（野菜を除く一般作物）についても

同様の助成（10～20千円／10アール）があります。

O「水田高度利用等加算」とは
麦・大豆・飼料作物のいずれかを含めた水田高度利用（1年2作等）

又は、これに匹敵する．機械等の利用率の向上を通じて水田農業経営
の確立を着実に進める場合、基本助成に加算を行います。

◎

生産調整における助成体系

（10アールあたり単価）

経
営
確
立
助

水田高度利用等加算 （10 千円）

基本助成

（10～40 千円）
成
部 作物及び取 り組み内容に

分 よ り異なる

と
も
補
償

地区達成加算 ．（3千円）

とも補償

部
分

（3 ．3 ～20 千円）

作物 によ り異なる

農事組合法人宮市の

新たな取組み部分
（とも補償と合わせて
63千円／10アール）

［＝］
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●生田さん（右）に記念品を手渡す福田町長と川端議長

高齢者叙勲の伝達式が、昨年12月15日、県庁で行

われ、生田梅芳さんに勲六等単光旭日章が贈られま

した。生田さんは、町議会議員として16年間町政発

展に努力されたほか、永年にわたり農業委員・保護

司なども務められ、農業振興や住民の福祉向上に尽

力された功績により受章されました。

20日には、福田町長と川端議会議長も生田さん宅

を訪問。お祝いの品を手渡すとともに、永い間の功

労に対し、お礼の言葉を述べていました。

●住田副会長から表彰を受ける仲嶋老人クラブ会長

国営大山山麓総合農地開発事業の下蚊屋ダムで

昨年12月から試験貯水が始まりました。

貯水は下流の利水に影響がないよう少量ずつ

行なわれ、今年の4月に満水となる予定です。

その後、水を落して低水位にし、ダム機能に異

常がないか調べます。パイプラインの送水テス

トを行い、2002年夏頃に供用開始の予定です。

◎

溝口署管内3町から2，500人が参加して行わ

れた「第3回高齢者無事故・無違反コンク

ール」の表彰式が、12月21日に溝口町立町

民体育館で行われ、事故違反率の低い町と

チームが表彰されました。

このコンクールは、4月6日から秋の交通安

全運動終了時の9月30日までの172日間実施。

3町の単位老人クラブ57チームが参加して行

なわれ、33チームが無事故無違反を達成。

本町では、13チームが参加し、8チームが達

成しました。

町別の違反率は溝口町に続き低く、準優

勝となりました。表彰式では、溝口地区交

通対策協議会連絡会副会長の住田溝口町長

から、江府町老人クラブ連合会の仲嶋勝利

会長にトロフィーと表彰状が手渡されました。

●貯水の始まった下蚊屋ダム
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あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課℡75－2211

江府町運動公園グランドで、読売巨人軍の西

山、佐藤投手宮崎、堀田野手を迎えて少年野
球教室が、11月30日開かれました。

これは、選手からボランティアで鳥取西部地

震の被災地の子供たちに野球を教えたいとチロ

ルジュニア江府（篠田修身会長）に申し出があ

り、実現しました。郡内の少年野球チームに呼

びかけたところ120名の小・中学生が参加。

最初は、全員キャッチボールで投げ方を、そ

の後投手と野手にわかれて指導をうけました。

プロ野球選手から直接指導を受けて、子供た

ちは目を輝かせていました。

⑳

子供の国保育園で、恒例のお楽しみ会が、昨年12月

14日に開かれ、園児が舞台いっぱいに歌や踊り・劇を繰

り広げました。客席に入れないほど観客が詰めかけ、会場

は熱気に包まれました。保護者は、わが子・わが孫の愛ら　⑳
しい演技を見ては目を細め、大きな拍手を贈っていました。

お楽しみ会終了後には、サンタクロースの衣装を着けた、

本高親雄さんと仲嶋勝利さんから、子供たち一人づつプ

レゼントが手渡され、子供たちは大書びしていました。

江府町有害鳥獣駆除連絡協議会（川上公行会長）

主催のイノシシわな・捕獲柵管理講習会が、町内の

狩猟免許（甲種）登録者を対象に、12月3日宮市で開

かれました。この講習会はイノシシによる農作物被

害が年々増加しており、これを防止することを目的

に行われました。

なお、本年度は12月末までに24頭のイノシシの捕

獲がありました。 ●熱心にわなのかけ方を研修する参カロ者
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明道児童館　75－2624　　　総合健康福祉センター

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム　75－3377

工パーランド奥大山　77－2727

福祉保健課　75－6111

江尾診療所　75－2055

ATON JNFOFIMATlON INFOFIMATlON INFOFllVIATlON INFOFIMATION INFORMAT10N INFORIVIATlON

鳥取県職員採用試験

（高校卒業程度・警察事務）

受験案内
■試演日

平成13年2月4日（日）

燵　鳥取市◆米子市
∫受付期間

平成13年1月15日（月）～26日（金）

■試験区分

警察事務

■受演資格など

昭和52年4月2日～昭和58年4月

1日までに生まれた人

■受験申し込みなど詳しくは

鳥取県人事委員会

〒680－8570

鳥取市東町一丁目220

℡0857－26－7553

㊨

男女共同参画社会実現しよう
女性も男性も自分の意志で社会に参画し、やさしく支え合い、喜びも責任も分かち合

って、自分らしく生きられる社会は、住みよい町、みんなの幸せにつながります。

そんな社会実現に向けてみなさんの参加・ご協力をお願いします。

「男女共同参画社会をすすめる会」

会　員　募　集

町では、新しく今年4月発足に向けて、い

いっしょに自主的な活動をしていく仲間（会

員）を募集しています。

■お申し込み・お問い合わせは

江府町人権同和対策室へ

℡75－2211

江府町男女共同参画フォーラム開催

「男・女で話そう会」
日時　2月4日（日）　午後0時50分～

場所　江府町山村開発センター

講演「男女共同参画社会をつくるために」

県企画部男女共同参画推進課長

林　由紀子氏

◎当日、午前9時から準備します。

都合のつく方はご協力ください。

◎
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役場への電話は・・・

『市外局番0859■

ファックス　75－2389

総　務　課　75－2211

同和対策室　75－2211

企画政策室　75－2211

町　民　課　75－3223

出　納　室　75－2211

産業振興課　75－3222

農林土木課　75－3305

建設環境課　75－3306

議会事務局

農業委員会

教育委員会

公　民　館

総合体育館

図　書　館

75－3307

75－2211

75－2223

75－3211

75－3229

77－2000

lNFOFMAT10N－」NFORMAT．ONv－一一一一lNFOFIMAT．ON－一一一一一一一一NFOFMAT．ON・一一一一一PINF＝ORMATlQN一一一一一lNFOFIMATlONⅣ」NFOR

2001自作そりワールドカップin奥大山
参加者募集

■競技会の種目

一般の部（中学生以上）（タイムトライアル及びデザインコンペ）

小学生1人乗りの部・2人乗りの部（タイムトライアル）

■開催日時及び場所

平成13年2月18日（日）

鳥取県日野郡江府町大字御机字大平原

奥大山スキー場　第一ゲレンデ内特設コース

■参加資格及び参加規定

1・一般の部の搭乗者は、中学生以上とする。（男女・人数不問）

2t本大会のソリ規定に準じたソリとする。

■参加料　一般の部　搭乗者一名につき2，000円（保険料等含む）

小学生の部　搭乗者一名につき500円（保険料等含む）

■表彰等1．一般の部　タイムの速い上位3位まで

賞状及びトロフィー

副賞1位3万円、2位2万円、3位1万円

特別賞　最優秀デザイン賞　賞状・カップ、副賞10万円

優秀デザイン賞　賞状・カップ、副賞3万円

各　　　　賞　賞品

2・小学生の部　タイムの早い上位3位まで　賞状・メタル

及び副賞

■参加申し込み及び問い合わせ先

①参加申し込み受付　2月9日必着

②そ　の　他　棄権した場合、参加料は払い戻しいたしません。

③申し込み先　〒689－4401鳥取県日野郡江府町江尾1865　上原健康堂

自作そりワールドカップin輿大山大会事務局

℡0859－75－2078

エコーハガキ近日発売
～全国にエバーランド奥大山をPR～

割安なエコーハガ羊で全国へ工バー

ランド奥大山をPRして下さい。

■一枚　45円

■お求めは、江尾郵便局へ

℡75－2200

◎

引＿JS【

48二・岬●モもーI出レーqタン．

痴阪好払一一　一．云▼’

山●▲事tp●トヽつ触－

！謂
曲

甑熟し＿仙　血。竜府町

～介護が必要な方へ～

紙おむつなどの

購入費を助成します

』対象者

（次の要件1・2とも該当する方）

1．要介護1以上と判定された（身

障者においては、要介護1以上

相当）在宅高齢者等を介護して

いる家族

2．高齢者等及び家族も市町村民

税非課税の世帯。

（別居の家族が介護している場合は、

その世帯も市町村民税非課税）

』対象品目

・紙おむつ

・尿とりパット

・使い捨て手袋

・清拭剤　など

■助成金額（限度額）

（A）要介護1から要介護3の方

（B）要介護4か芸芸；≡　⑳
7．000円／月

■詳しくは、福祉保健課へ

℡75－6111

農地相談会

農地に関することで、日頃困っ

ておられることや疑問に思われる

ことがありましたら相談ください。

■日時

平成13年1月31日（水）

午後1時30分～4時00分

■場所

江府町役場　東庁舎　小会議室
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’㌧、ノ【＼－、q

W所得税の申告と納税は3月15日まで

今年も所得税の確定申告が始翳ります0
所得税は、皆さんご自身が所得や税

轟を計算して納める申告納税制度をと

っています。・事業を営んでいる方やサ

ラリーマンの方でも申告が必要な場合

があります。正しく計算して、できる

ませください。に申告を

所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
年
間
切
所
得
金
儀
の
合
計
額
が

所
得
控
除
の
合
計
轟
を
超
え
る

人
や
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

等
の
あ
っ
た
人
　
／

所
得
控
除
と
は
…

・
雑
損
控
除

・
医
療
費
控
除

・
社
会
保
険
料
控
除

・
生
命
保
険
料
控
除

・
損
害
保
険
料
控
除

・
障
害
者
控
除

・
老
年
者
控
除

・
寡
婦
　
（
寡
天
）
　
控
除

・
配
偶
者
控
除

・
配
偶
者
特
別
控
除

・
扶
養
控
除

・
基
礎
控
除
な
ど

給
与
所
得
者
で
次
の

項
目
に
該
当
す
る
人

川
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
な

い
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人

∽
給
与
所
得
・
退
職
所
得
以
外

の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
え
る

人

㈲
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人
は
、
従
た
る
給

与
の
収
入
と
脚
の
所
得
の
合

計
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

㈲
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
そ

の
法
人
か
ら
貸
付
金
の
利
子
や

不
動
産
の
賃
借
料
な
ど
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

㈲
災
害
免
除
法
の
適
用
を
受
け
、

給
与
の
源
泉
徴
収
の
猶
予
や
徴

収
さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け

た
人

㈲
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を

超
え
る
人

⑳

◎

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

こ
ん
な
と
き
税
金
が
戻
り
ま
す

川
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど

で
取
得
し
た
と
き
　
（
住
宅
借

入
金
等
特
別
減
税
）

佃
多
額
の
医
療
費
を
払
っ
た
と

き
　
（
医
療
費
控
除
）

㈱
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

（
雑
損
控
除
・
災
害
免
除
法
に

よ
る
減
免
）

㈲
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
で
、

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
と

㈲
特
定
支
出
控
除
の
適
用
を
受

け
る
と
き

・
・
・
還
付
の
申
告
は
、
一
月
か

ら
米
子
税
務
署
で
出
来
ま
す
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所
得
税
の
改
正
で

扶
養
控
腰
が
一
部

′
変
わ
り
ま
し
た

年
少
扶
養
　
（
十
六
歳
未
満
）
　
控
除

額
の
加
算
　
二
〇
万
円
）
　
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

定
率
減
税
二
〇
弘
は
、
そ
の
ま
ま

昨
年
の
と
お
り
所
得
税
の
二
〇

％
が
減
税
さ
れ
ま
す
。
限
度
額
は

二
五
万
円
で
す
。

次
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
米
子
税
務
署
で
申
告
し
て

下
さ
い
。

川
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
（
土
地

を
公
共
事
業
の
た
め
県
や
国
、

又
は
個
人
的
に
売
却
さ
れ
た
人
）

佃
営
業
所
得
の
あ
る
方
（
自
営

業
に
よ
る
所
得
の
あ
る
方
）

2、住宅借入金等特別控除

金融機関等から借り入れをして住宅を新築・増改築・
購入をしたとき、次の要件を満たせば所得税の軽減を
受けることが出きます。
要件　新築・購入

（1）床面積が50m2以上で、新築又は購入してから
6カ月以内に居住し、引き続き住んでいる。

（2）控除を受ける年の所得金額が3，000万円以下の人。
（3）民間の金融機関や住宅金融公庫などの住宅ローン
を利用している人で、返済期問が10年以上の月賦
による分割返済している人。

所得控除の例

1．医療費控除

あなたが自分や家族のために多額の医療費を支払っ
たとき、医療費控除として、所得金額から差し引くこ
とが出来ます。

『医療費の支払額』－「保険金や高額療養費で補填
された金額」－「10万円または合計所得金額の5
％のうちどちらか少ない金額」＝医療費控除額（最
高200万円）

医療費とは、通院費・入院費・医師が認めた人の義足
や松葉杖、おむつ代など

所
得
税
の
確
定
申
告
に

必
要
な
書
類

仙
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は
、
「
源

泉
徴
収
票
」

伽
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
・
明
細
書
、
保
険
や
高
額

療
養
費
で
補
填
さ
れ
た
金
額

の
明
細
」

㈲
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は
「
支
払
保
険
料
の
証
明
書
」

㈲
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は
「
支
払
保
険
料
の
証
明
書
」

㈲
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る

方
は
、
「
登
記
簿
謄
本
」
　
「
住

民
票
の
写
し
」
　
「
売
買
ま
た

は
請
負
契
約
書
の
写
し
」
　
「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
」
…

こ
の
手
続
き
は
、
一
回
す
れ

ば
、
翌
年
か
ら
は
税
務
署
か

ら
届
い
た
書
類
で
年
末
調
整

が
で
き
ま
す
。

㈲
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ

の
　
「
申
告
書
」
と
　
「
印
鑑
」

20 0 1年　　　　　 納 税 相 談 日 程　 会場 ‥江府町役場 二階会議室

期　　　 日 （曜日） 時　 刻　　　　 午　　　　 前 時　　 刻　　　　 午　　　　　 後

2

月

19 日 （月） 9：0 0 ～ 11：0 0 営庶業 13 ：0 0 ～ 16 ：0 0 営庶業

2 0 日 （火） 8：4 0 ～ 11：0 0 荒　 田 ・半の上 ・宮の前 13 ：0 0～ 16 ：0 0 武　 庫

2 1 日 （水） 8：4 0～ 11：0 0 洲河崎 13 ：0 0～ 16 ：00 洲河崎 ・一　 旦

22 日 （木） 8：4 0～ 11：0 0 小江尾 ・大　 満 13 ：0 0～ 16 ：00 宮　 市 ・宮市原
23 日 （金） 8：4 0～ 11：00 新　 道 ・下蚊屋 13 ：0 0～ 16 ：00 御　 机 ・笠良原
26 日 （月） 8：4 0へノ11：00 下安井 ・高　 谷 13 ：0 0～ 16：00 貝　 田
2 7 日 （火） 8：4 0～ 1 1：00 本　 五 13 ：00 ～ 16 ：00 本　 四 ・小　 原 ・粟　 屋

2 8 日 （水） 8：4 0～ 1 1：00 佐　 川 13 ：00 ～ 16 ：0 0 佐 JH

3

月

1 日 （木） 8：4 0～ 1 1：00 本　 三 ・杉　 谷 13 ：00 ～ 16 ：0 0 吉　 原 ・西　 成 ・袋　 原

2 日 （金） 8：40 ～ 1 1：00 本　 － 13 ：00 ～ 16 ：0 0 池ノ内

5 日 （月） 8：40 ～ 1 1：00 新　 一 13 ：00 ～ 16 ：0 0 尾乏上原
6 日 （火） 8 ：40 ～ 1 1：00 久　 連 13 ：00 ～ 16 ：0 0 日の詰 ・深山□

7 日 （水） 8：40 へ′1 1：00 新　 二 ・柿　 原 13 ：00 ～ 16 ：0 0 大河原

8 日 （木） 8：40 ～ 1 1：00 美　 用 13 ：00 ～ 16 ：0 0 本　 二 ・助　 沢

9 日 （金） 8：4 0 ～ 11：0 0 農業青色申告 13 ：00 ～ 16 ：0 0 農業青色申告

12 日 （月） 8：4 0 ～ 11：0 0 農業青色申告 13 ：0 0 ～ 16 ：0 0 農業青色申告

13 日 （火） 8：4 0 へノ11：0 0 農業青色申告 13 ：0 0 ～ 16 ：0 0 農業青色申告
◎
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J
」M…m」

学びたいJ　それが入学蔚椿です。

戯送大学はテレビとラジオで授業を行う、教弄学部の大学です。

特　　徴　O「学士（教養）」の学位がとれます。
○マイペースで学習できます。

○人文・社会・自然・産業等の幅広い分野の科目（約320科目）が選べます。

〇人学試験はありません。18歳以上なら誰でも入学できます。

○入学期間は年2回（4月と10月）です。

入学料・授業料 区　 分 全科履 修生 選科 履修生 科 目履修 生

入 学 料 2 0 ， 0 0 0 円 7 ， 0 0 0 円 5 ， 0 0 0 円

授 業 料 1 単位 あた り　 4 ， 5 0 0 円 （教 材費込 ）

※お問合せは　「放送大学・鳥取学習センター」

〒680－0947　鳥取市湖山町西1－512（学習・交流センター鳥取内）

電話番号　0857－31－1132

江府町教育委員会にも資料がありますので、ご利用ください。

第17回回民文化祭・とっとり2002（夢フェスタとっとり）

プレ国民文化祭の開催について

プレ国民文化祭が、平成13年8

月1日（水）から平成14年1月31

日（木）まで県内各地において、

⑳平成十四年に開催する第17回国
民文化祭とっとり2002（夢フェ

スタとっとり）の成功に向け、

県内における開催機運の醸成を

WI闇幣＿
12月23日（日）高校生ボランティア

サークル「キャラボク」の皆さんが江

尾地区の一人暮しの高齢者の方々に、

グノスマスケーキをプレゼントしました。

これは、キャラボクの皆さんが、町老

人福祉センターで夕涼会を通して触

れ合いをもち、今度は自分達の手で

出来る事をとケーキづくりを思いつ

きました。当日はJ町特産品研究加

工施設で賑やかく一生懸命作りま

図るとともに、リハーサルを目

的として、開催されます。

この期間中に、主催事業として、

総合フェスティバルと分野別フ

ェスティバルが開催されます。

総合フェスティバルは平成13年

10月14日（日）に「倉吉未来」

を中心にその周辺（倉吉市）で

実施。また分野別フェスティバ

／し＼1日黒1才’TL‘、ノら‾、」くノr r　泣、′恩　′

tプレぞ＞ト
した。出来あがったケーキは、早速

手渡しし、喜んでいただきました。

キャラボクは、この他にも町内の

一人暮らしの高齢者の方々へ年賀

状を送るなど、活動を続けて

います。

「キャラボク」の入会を希望

される方、お問い合わせは、

町公民館までお電話下さい。

TEL75－3211

ルで、江府町は「水と音楽のフ

ェスティバル」を開催いたします。

内容は次号で紹介します。

ト一
緒
に
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か

qケーキを
手渡しました。

◎
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マ
イ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

ジ
ャ
ー
二
イ

渡
辺
　
淳
一

「
本
書
は
、
わ
た
し
自
身
の
過
ぎ

て
き
た
青
春
へ
の
郷
愁
で
あ
り
、
後

悔
で
あ
り
、
反
省
で
も
あ
る
。
」
　
愛

と
別
れ
に
彩
ら
れ
た
青
春
の
日
々
を

振
り
返
る
告
白
的
エ
ッ
セ
イ
。

⑳
あ
ふ
れ
た
愛
　
　
　
天
童
　
荒
太

ふ
た
り
で
い
て
も
、
か
な
し
い
。

ひ
と
り
で
い
て
も
、
い
と
し
い
。
生

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
そ
の
意
味

と
真
実
と
は
。
人
々
の
交
錯
す
る
心

情
を
通
し
て
問
い
か
け
る
四
つ
の
物
語
。

⑳

池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク

石
田
　
衣
良

刺
す
少
年
、
消
え
る
少
女
、
潰
し

合
う
ギ
ャ
ン
グ
団
。
池
袋
の
街
や
若

者
の
風
俗
を
生
き
い
き
と
描
き
出
し
た
、

青
春
ミ
ス
テ
リ
ー
。

あ
ふ
れ
た
愛

銀
行
～
男
た
ち
の
決
断山

田
　
智
彦

合
併
工
作
に
失
敗
し
、
三
洋
銀
府

を
去
り
、
機
械
メ
ー
カ
ー
の
取
締
役

に
お
さ
ま
っ
た
石
倉
だ
っ
た
が
、
冬

の
時
代
に
入
っ
た
銀
行
界
が
彼
の
才

能
と
手
腕
を
放
っ
て
お
く
は
ず
が
な

か
っ
た
。
銀
行
の
世
界
を
生
々
し
く

描
く
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。

天
童
荒
太

血
の
昧
　
　
　
　
　
沢
木
耕
太
郎

中
学
三
年
の
冬
、
私
は
人
を
殺
し
た
。

私
は
少
年
時
代
に
一
本
の
ナ
イ
フ
を

持
っ
て
い
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
突
っ
込

ん
だ
手
で
握
り
し
め
て
い
る
と
不
思

議
に
気
持
ち
が
落
ち
つ
い
た
。
私
に

と
っ
て
そ
の
ナ
イ
フ
は
、
揺
れ
動
く

自
分
の
精
神
の
安
定
を
保
つ
た
め
の

錘
り
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

こ
い
ぬ
の
う
ん
ち

ク
オ
ン
・
ジ
ョ
ン
セ
ン

あ
な
た
は
あ
な
た
、
ほ
か
の
ひ
と

と
違
っ
て
当
然
。
違
う
か
ら
こ
そ
す

ぼ
ら
し
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
静
か
な

深
い
声
で
語
り
、
と
も
に
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
。
韓
国
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

絵
本
、
つ
い
に
日
本
に
登
場
。

H

E

L

P

！

キ
レ
る
子
ど
も
た
ち
の
叫
び

青
木
　
和
雄

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
て

は
し
か
っ
た
。
」
求
め
て
い
た
の
は

た
だ
そ
れ
だ
け
。
止
ま
ら
な
い
児
童

虐
待
、
い
じ
め
で
奪
わ
れ
る
命
、
1
7

才
の
凶
行
、
少
年
法
改
正
に
よ
る
厳

罰
化
や
管
理
規
制
の
強
化
で
、
心
の

闇
は
晴
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

㊤

血議
沢木耕太郎
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由
際
交
流
員
で
す

ア
　
ン
　
　
二
ヨ
ン
　
　
　
ハ

イ
メ
ー
ジ
、
つ
て
何
で
し
ょ
う
？
韓

国
の
辞
典
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
心
の

な
か
に
描
く
像
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。日

本
の
辞
典
を
引
い
て
み
る
と
、

「
心
に
浮
か
ぶ
形
」
と
出
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
な
説
明
を
し

て
い
ま
す
。
私
が
感
心
し
た
の
は
、
ど

ち
ら
も
「
心
」
と
い
う
字
を
使
っ
て
い

る
点
で
す
。
も
の
ご
と
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
頭
」
で
は
な
く
て
、
「
心
」
に
留

め
る
。
と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
と
思

∴
1
萌
と
か
な
8
本

私
が
日
本
に
来
る
前
の
、
日
本
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
お
相
撲
さ
ん
、
大
都
会

東
京
、
経
済
大
国
、
お
寿
司
、
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
な
ど
、
主
に
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

た
も
の
で
、
目
に
映
る
も
の
を
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
、
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。

だ
い
た
い
の
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
さ

し
て
変
わ
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
日

本
に
来
て
、
そ
れ
も
も
の
す
ご
く
（
～
）

の
ど
か
な
田
舎
に
来
て
、
日
本
に
対

し
て
の
気
持
ち
は
変
り
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
が
孫
の
手
を
引
い
て
畑
に

行
く
、
お
じ
い
さ
ん
が
耕
運
機
で
大

藤原京子国際交流員

根
や
白
菜
を
運
ぶ
。
夕
方
に
な
っ
て

風
呂
を
焚
く
木
の
煙
り
が
の
ぼ
る
。

こ
の
な
か
に
私
も
溶
け
込
ん
で
見
る
と
、

「
あ
あ
こ
れ
こ
そ
が
日
本
な
ん
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。
と
同
時
に
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
人
間
っ
て
ど
こ

も
い
っ
し
ょ
な
ん
で
す
ね
。

変
わ
ら
ぬ

イ
メ
ー
ジ

韓
国
の
今
の
若
者
達
は
、
日
本
に

親
近
感
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
で

す
が
、
旧
世
代
は
ま
だ
歴
史
的
出
来

事
か
ら
日
本
を
切
り
離
し
て
、
イ
メ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
能
の
よ
う
で
す
。

私
の
知
っ
て
い
る
韓
国
の
方
も
、
「
日

本
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、
と
て
も
不

愉
快
な
気
持
ち
に
な
る
そ
う
で
す
。

そ
の
方
に
と
っ
て
は
、
い
や
な
出
来

⑳

事
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

時
代
が
変
わ
り
、
国
と
国
と
の
関
係

も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
も
戦
争
が
絶
え
ず
、

今
も
な
お
世
界
の
ど
こ
か
で
は
身
も

心
も
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
い
る
人
達

が
い
ま
す
。

そ
の
人
達
は
、
や
が
て
戦
争
が
終

わ
っ
て
も
、
今
の
韓
国
の
旧
世
代
の

よ
う
に
、
相
手
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

決
し
て
よ
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
と
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

歴
史
を
ふ
手
え
て

二
〇
〇
二
年
に
は
、
日
韓
共
同
で
、

し
か
も
ア
ジ
ア
で
は
初
め
て
サ
ッ
カ
ー

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
に
向
け
て
、
自
国
を
P
R
L
よ

う
と
国
を
あ
げ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

特
に
日
韓
の
若
者
を
中
心
に
、
近
頃
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
も
っ
と
大
事
な
こ
と
は
、
お

互
い
の
国
の
こ
と
を
よ
く
知
る
事
だ

と
思
い
ま
す
。
歴
史
を
学
び
、
み
つ
め

あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
い
の
傷
が
少

し
で
も
癒
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

◎

㊨　 ㊤　 ㊥ （㊨　　 1 月 分

求人事業所名 所　 在　 地 職　　　　 種 年　 齢 賃　　　 金 就業時間

社会寺融上法人寿耕会（チロルの里） 久連ワ 看護婦・看護士 18～60 時給 1，100 8：30～17：30
の間の5時間程度

社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久連ワ ヘルパー 20～45 12 0，40 0 8：30～17：30

有限会社　 浜　 本　 組 5工尾17 4 8－6 施工管理技術者 18′－50 160，0 00～3 70，0 00 8：00～16：30

有限会社　 浜　 本　 組 5工尾17 4 8－6 施工管理技術者見習 18～40 150，0 00～2 00，0 00 8：00～16：3 0

藤　　 田　　 林　　 業 江尾17 5 0－2 運転手 20～ 55 230，0 00～2 76，0 00 8：00～17：0 0

藤　　 田　　 林　　 業 江尾17 5 0－2 車両系建設機械運転 20～ 55 230，0 00～2 76，0 00 8：00～17：0 0

藤　　 田　　 林　　 業 ミ工尾17 5 0－2 作業員　 ■ 20～ 55 230，000～2 76，0 00 8：30～17：0 0

有限会社　 住　 田　 組 佐川88 2 型枠工 20 ～54 198，00 0～3 50，0 00 8：15～17：0 0

有限会社江府技研コンサルタント 武庫119 8－1 一般土木設計（准験者に限る） 35～70 29 5，00 0～5 50，0 00 8：30～17：3 0

有限会社建設機械サービス 佐川10 2 8－1 重機修理 18 ～35 18 0，00 0～250，0 00 8：3 0～17：30

ケン・アプローチ有限会社 5工尾47ー9 縫製 18以上 115，0 00 8：0 0～ 17：0 0

有限会社 南 大 山 建 材 佐川 15 9－12 大型運転手 25～50 20 0，00 0～250，0 00 8：0 0～ 17：0 0

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

●求人情矧 こ関する問い合わせ先 米 子 公 共 職 業 安 定 所 根 雨 出 張 所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）　 t

※ 呵報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。
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人の動き
12月届

（敬称略）

◎お誕生おめでとう
（住所）　（氏名）（性別）（保護者）

佐　川　遠藤　未来　女　祥将

◎ご結婚を祝します

笑田芸享）
小江尾
西伯町から

霊芝木霊望）盃荒芸から

志崇歪孟）吉富町から

◎ごめい福を祈ります
（住所）　（氏名）（年齢）

下蚊屋　小椋　　滴　93歳

半の上　徳岡　　茂　80歳

洲河崎　安江　久夫　79歳

下蚊屋　梅田　利之　84歳

下蚊屋　梅田　万枝　77歳

御　机　山崎なみ江　88歳

宮　市　景山　俊司　41歳

新　道　渡適　　正　64歳

本　三　川上　智悪　97歳

小江尾　手島　一夫　84歳

杉　谷　山野　博毒　77歳

洲河崎　浦部　善悪　86歳

傭
触
欄
畝
茂
茂
臥
報
聴
鮨
酎
昭
徳
一
邸

禽交通事故禽
●交通事故発生状況【町内】
人身事故　1件（11）
死　　者　　0人（1）
負傷者　1人（13）
物損事故　14人（123）
●飲酒運転検挙音数【町内者】

1人（3）
11月中のまとめ（）内は平成12年間累計

㊤

・・・しいたけ轟し・・・

◆材　料（4人分）　　　　◆作り方

干椎旨…………‥中5～6枚

ク　　　　　・・小4枚

しょうゆ…………小さじ1

みりん……………大さじ1／2

えび………………50g

酒・・…＝　　　…・大さじ1

豆腐………………1丁

山芋………………609

卵…………………1個

みりん……………小さじ1

人参………………30g

小麦粉……………少々

かけ汁

椎茸もどし汁…カップ1と1／2

薄口しょうゆ…小さじ1

砂糖……………小さじ1／5

塩………………小さじ1／5

片栗粉…………小さじ1

柚子、生麦、青じそ

（D　豆腐は茹でて固くしぼる。

山芋はすり鉢ですり、豆腐

とすり混ぜ、卵、みりん、

人参のみじん切りを混ぜる。

②　えびは酒妙UL、中の椎

茸はさいの日に切っておく。

小椎茸は飾りに十文字の切

り目を入れる。

③　ラ、リブを広げ①の材料を

2分の1流し、中にえび、

さいの日切りの椎茸を入れ、

その上に具をかくすように

残りの①を入れた後、切り

目を入れた推考の裏に小麦

粉をつけてのせ、ラ、リブでく

るんで糸で縛り、5～6分蒸す。

④　③を器に盛り、かけ汁を

かけ、柚子、生姜、青じそ

などを添える。

担当：食生活改善推進協議会（本五）

の
混
戦
に
な
る
と
、
つ
い
つ
い
力

が
入
っ
て
、
汗
ば
み
な
が
ら
こ
た

つ
を
押
し
込
ん
で
い
た
り
し
ま
す

▼
ラ
グ
ビ
ー
は
危
険
な
た
め
、
ル

ー
ル
も
厳
し
く
、
自
己
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
能
力
が
必
要
だ
そ
う

で
す
。
試
合
を
終
え
た
あ
る
選
手

が
　
「
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
こ

と
を
学
ん
だ
。
ラ
グ
ビ
ー
は
、
人

生
の
教
科
書
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
▼
経
験
は
無
い
け
ど
高
校
ラ

グ
ビ
ー
を
見
る
と
い
つ
も
思
い
ま

す
。
「
高
校
生
に
戻
っ
て
ラ
グ
ビ

ー
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
。

正
月
は
、
駅
伝
に
サ
ッ
カ
ー
・

ラ
グ
ビ
ー
・
ア
メ
フ
ト
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
た
つ
に
も
ぐ
り
、
暇
に
ま
か
せ

て
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
観
戦
は
、
至

福
の
ひ
と
と
き
で
す
▼
な
か
で
も
、

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
格
別
で
す
。
四

十
の
お
じ
さ
ん
と
鬼
間
違
う
よ
う

な
少
年
が
、
だ
円
の
ボ
ー
ル
め
が

け
て
ひ
た
む
き
に
走
る
。
鍛
え
ぬ

か
れ
た
選
手
は
1
猛
烈
な
タ
ッ
ク

ル
受
け
て
も
す
ぐ
立
ち
上
が
り
、

ま
た
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
く
。

そ
の
不
死
身
の
体
力
と
精
神
力
に

は
敬
服
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

見
て
い
る
こ
ち
ら
も
、
ゴ
ー
ル
前

翰
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仕事の疲れ臥温泉でいやしてい手す。

野島病院勤務

川　上　露　香さん（御軋22歳）

●仕事について教えてください　　。

倉吉の病院で外科の看護婦をして2年目になります。毎日、

先輩の指導を受け、勉強の日々です。手術があったり、患

者さんの容体が急変したりと緊張の連続ですが、人の命に

かかわることなのでいつも真剣です。夜勤などもあって生

活が不規則なので、かなり体力のいる仕事です。

患者さんが元気になって退院される姿をみるとまたやる

気が湧いてきます。

●趣味は何ですか　　。

ペーパードライバーでしたが、最近車を買って自然の中で

ドライブを楽しんでいます。

仕事の合間を見つけては、友達と温泉巡りでストレスを解

消しています。

●理想のタイプの男性は　　。

自分の事は自分でできる精神的に自立したひと。

●江府町に望む事は　　。

不便だけど自然が多くて好きなので、このままの5工府町で

あってほしいです。

元気で－す！ヤングとウイウイクラブインタビュ
ーのコーナーに出ていただける方やグループを大募
集しています。自薦・他薦を問いません。

希望の方は、役場総務課まで連絡ください。

クラブインタビュー11

三平山網引倶楽部
～一本の綱に魅せられた男たち～

平成5年に、農協ふれあいスポーツの綱引き競技に参

加し、この時、5秒ほどで破れました。あまりの悔しさ

から「みんなで練習して、もう一回挑戦しよう」と声

が上がり、この倶楽部が誕生しました。

メンバーは、尾之上原・日の詰・深山口に住む30代

から50代の13人です。年間通して練習できるよう牛舎
を改造し、練習場を造りました。

競技は、8人で引き合いますが、1人でも力を抜いたり、

恵が合わないとすぐ引かれてしまいます。相手と綱を通じ

ていろいろな馬区け引きもあり、単純に見えますが、奥の深

いスポーツです。腹の底から声を出して全力で引っ張った

あとの爽快感はたまりません。

県民体育大会綱引競技など4大会に参加していますが、

12月の県綱引選手県大会では、2部の3位でした。

みんなが集まると一杯飲みながら、綱引きの事だけでなく

集落を超えたさまざまな情報や意見交換もできて交流が深

まります。

やってみて始めて楽しさがわかります。若い人も一度綱
を握ってほしいです。

世帯数1，200世帯（－1）人口4，129人（－14）男1，956人（－8）女2，173人（－6）（）は前月比12月末

犀萱萱　発行／江府町役場‡箭芸含引責聖賢『野慧誓諾認諾　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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